
地元中小事業者の販路開拓・商品拡大支援（宮城県仙台市・地元信用金庫）

■ 宮城県仙台市と地元信用金庫が、信金中央金庫の地域創生推進スキーム「SCBふるさと応援団」事業を活用し、地域

ブランドの付加価値向上を通じて、地元中小企業の外貨獲得支援を目的とした官民連携事業の実現をサポート。

■ 金融庁地域課題解決支援チームでは、国の制度担当者との仲介、他地域の事例紹介等を通じて、連携事業を支援。

経緯

✓2021年４月、新型コロナウイルス感染症の影響もあって売上げが減少

している地元事業者の支援を目的に、宮城県仙台市と地元信用金庫が

連携事業を模索。

✓仙台市内に地域商社機能をもったプラットフォームを構築し、中小企業の

商品・サービスを活用してローカルブランディングや域内外への販路開拓、

域内への誘客等を行うことで、地元中小企業の外貨獲得を支援する機能

の構築を検討。

地域産品の販路開拓に向けた付加価値向上支援事業

✓域内中小企業の商品・サービスを地域ブランドを通じて、域内外への販路

開拓・誘客等を支援。

以下、具体的な事業（事業開始：2022.5～）

①域内外への販路開拓に関する支援

➢販売会の開催 ・ 展示会出展

②地域産品の周知拡大に関する支援

➢販売会等とECサイトと連携したWeb

広告実施 ・ 地域ブランド訴求支援

仙台市・宮城第一信用金庫による中小企業支援の官民連携スキーム

活用した事業 「SCBふるさと応援団」

仙台市と宮城第一信用金庫

連携協定締結式（2023.１.31）

今後の展開

＜中小企業支援に関する連携協定締結＞

✓「SCBふるさと応援団」事業を契機に、仙台市と宮城第一信用金庫が、

中小企業支援に関する連携協定を締結。

連携協定内容

①地元中小企業の販路開拓支援

②仙台市経済施策への協力

✓連携協定内容に則って、官民連携事業を

より一層展開する予定。

信金中央金庫創立70周年を記念し、

2020～2022年度までの３年間を実施

期間として、企業版ふるさと納税等を

活用した寄付を通じて、地域に根差した

信用金庫と地方公共団体とのリレーションを

より一層強化し、地域創生の取組みを

加速化することを目的にした施策

販売会の模様

● 相談者 ：地域金融機関

● 相談内容：効果的な官民連携・国の施策（企業版ふるさと

納税）に関する活用策

金融庁地域課題解決支援チームへの相談内容

内閣府担当者（企業版ふるさと納税）の紹介

官民連携の他地域の取組みに関する情報提供


